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概要 

Abstract 

これまで歯の発生の分子機構は、歯胚組織に時空間的に特異的に

発現する分子の同定とその機能解明によって明らかとなってきた。ま

た全身的な遺伝性疾患の約２５％程度に歯の表現系が認められてい

ると言われており、ヒト疾患から歯の発生を考えるリバースジェネテッ

クス的な手法も試みられてきた。近年、単一細胞レベルでの遺伝子発

現解析が可能となり、どの細胞がどの時期にどの程度の遺伝子を発

現するかが明らかとなり、これまで未知であった歯胚を構成する細胞

群の分子機構がより詳細となってきており、歯の発生学における大き

な転換期となってきている。このようにさまざまな情報が集積される中

で、未だ歯の再生が実用化されていない現状があり、本セミナーでは

歯の再生技術の開発状況から、今後の展開について考察したいと考

えている。
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